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第6回北海道大学オープンファシリティ
シンポジウムの開催にあたって
北海道大学では、平成 17 年度より先端研究機器を学内外に開放し、機器の有効利用と研究費の効率

的な運用を促す「オープンファシリティシステム」の運用を全国に先駆けて開始しました。平成 28 年

1月からは、本学創成研究機構にグローバルファシリティセンター（GFC）を発足させ、研究者により

良い研究環境を提供することをミッションに機器共用を推進しています。これまで、過去 10 年の間に

本学が培ってきた共用システムである「オープンファシリティ」や「機器分析受託サービス」を充実さ

せるとともに、大学の先端工作機器や技術を学外に提供する新しいタイプの産学協働事業「試作ソリュー

ション」をスタートさせ、利用者から好評を得ています。また、新たな取り組みとして学内で不要になっ

た機器を有償で流通させるシステム「設備市場」を開設し、機器の有効活用を進めています。

さらに、本学では、研究組織レベルでの機器の共用化を目的とした『先端研究基盤共用促進事業（新

たな共用システム導入支援プログラム）』において、平成 28 年度は 4拠点、平成 29 年度は 2拠点の提

案が採択されました。この事業では、各拠点における独自性を維持しつつ、GFC をコアとして学内に分

散する部局独自の共用拠点を横串で繋ぐ「オープンファシリティプラットフォーム」を形成し、課題・

情報を共有しながら、全学的な共用体制を構築しています。

このように、本学では、先進的な機器共用に取り組んでいます。今回は、国のビジョンおよび現状の

課題を共有し、今後の機器共用の方向性を議論するため、『第 6回北海道大学オープンファシリティシ

ンポジウム』を開催することとなりました。文部科学省からは科学技術・学術政策局研究開発基盤課の

渡邉淳課長および研究振興局学術機関課の高見沢志郎課長補佐、企業からは日本電子株式会社経営戦略

室副室長／オープンイノベーション推進室長の杉沢寿志氏をお招きし、国および民間企業の視点から共

用に関してご教示頂きました。本報告書には、シンポジウムでの講演、パネルディスカッションの内容

および事後アンケートの結果を取りまとめました。

 今後、大学経営が厳しくなる中、研究基盤への投資はさらに厳しい状況になることが予想されます。

大学には、研究基盤の維持・強化と、それを支える技術職員の育成が求められます。そのために、国が

進める機器共用事業がますます重要な施策となります。本シンポジウムの報告書が、我が国の機器共用

の発展、研究力向上の一助になれば幸いです。

北海道大学　創成研究機構　グローバルファシリティセンター
センター長　

西井　準治

北海道大学　創成研究機構　グローバルファシリティセンター
副センター長　

佐々木　隆太

はじめに
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第 6回北海道大学オープンファシリティシンポジウム

は、平成 28 年 1 月 1 日に発足したグローバルファシ

リティセンター（以下 GFC）の 1 年間の取り組みの報

告と国が進める共用事業の最新情報の共有を目的とし

て、平成 31 年 2 月 15 日に北海道大学創成研究機構

GFC、同大学力強化推進本部、同化学反応創成研究拠点

（ICReDD）の共催にて開催され、大学・法人・行政機関・

民間企業など参加機関 23 機関、92 名の方にご参加いた

だいた。

本シンポジウムは、2部構成となっており、第 1部で

は、始めにGFC センター長 ( 北海道大学理事・副学長 )

である西井準治による挨拶およびシンポジウムの趣旨

説明があり、続いて文部科学省科学技術・学術政策局

研究開発基盤課課長　渡邉淳氏により、『研究施設・設

備・機器の整備・共用の推進等について』と題して基

調講演が行われ、研究施設・設備・機器の共用推進施策、

先端研究基盤共用促進事業の紹介、科学技術関係予算

の動向等の報告が行われた。

その後、『次世代研究基盤戦略　新共用事業採択拠点経

過報告』として、平成 28 年度採択 4 拠点から、最終

年度報告として、北海道大学薬学研究院　前仲勝実教

授より『ファーマサイエンス共用ユニット』、同先端生

命科学研究院　出村誠教授より『ソフトマター機器共

用ユニット』、同理学研究院　河本充司教授より『先端

物性共用ユニット』、  同工学研究院　橋本直幸教授より

『マテリアル分析・構造解析共用ユニット』について其々

報告が行われた。

続いて、平成 29 年度採択 2拠点事業経過報告として、

北海道大学工学研究院　柴山環樹教授より『ナノ物質

科学・バイオサイエンス顕微解析ユニット』、同獣医学

研究院　石塚真由美教授より『One Health に貢献する

オープンファシリティユニット』について報告が行わ

れた。

第 2部では、文部科学省研究振興局学術機関課課長補

佐　高見沢志郎氏より、『共同利用・共同研究体制の強

化・充実について』と題して基調講演が行われた。そ

の後、北海道大学創成研究機構　化学反応創成研究拠

点　中島祐助教より、『WPI-ICReDD の取り組みとグロー

バルファシリティセンターへの期待』と題して、講演

が行われた。

また、日本電子株式会社　経営戦略室副室長／オープン

イノベーション推進室長　杉沢寿志氏より、『研究基盤

はイノベーションのゆりかご』と題して、イノベーショ

ンのゆりかごとしての研究基盤の多様性の確保、維持

の重要性などについて講演が行われた。

その後、GFC 事業経過報告として、同オープンファシ

リティ部門長　吉沢友和、同機器分析受託部門長　岡

征子、同試作ソリューション部門副部門長　中村晃輔、

同設備リユース部門長　江藤典子、GFC 副センター長　

佐々木隆太より GFC の 1 年間の主な活動および今後の

方向性に関して報告がなされた。

引き続き、北海道大学理学研究院教授／ GFC アドバイ

ザー　網塚浩氏による進行のもと、パネルディスカッ

ションが行われた。パネリストには、先の渡邉淳氏、

高見沢志郎氏、杉沢寿志氏に加え、西井準治氏（同理

事・副学長）、出村誠氏（同教授）、柴山環樹氏（同教授）

を迎え、『持続可能な共用システムの在り方を考える』

というテーマで討論が行われた（詳細は93ページ参照）。

最後に、網塚浩教授による閉会の辞をもって閉会となっ

た。

本シンポジウムのアンケートの回答からは、渡邉淳氏

の基調講演、高見沢志郎氏の基調講演をはじめとし、

各報告それぞれについて参加者から反響があったこと

が分かり、今後の各機関における取組みの参考になっ

たことと思われる。また、シンポジウム全体を通して、

8割以上の方から、内容に “満足 ”、“ まあ満足 ” との回

答が得られた。「大変充実しており、勉強になりました。

持ち帰って、『マネ』させていただきます。」「今後も情

報発信を続けてほしい」などの意見も寄せられ、北海

道大学、および GFC の今後の取り組みに対する期待、

情報・課題の共有および情報発信の重要性、共用への

関心の高さが伺えた。

概　　　要
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【第1部】 基調講演
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第1部　基調講演

■ 研究施設・設備・機器の整備・共用の推進等について
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渡邉　淳 氏（文部科学省　科学技術・学術政策局　研究開発基盤課　課長）

研究施設・設備・機器の整備・共用の推進等について
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第1部　基調講演
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研究施設・設備・機器の整備・共用の推進等について
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第1部　基調講演
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【第1部】 

平成28年度採択4拠点：事業最終年度報告

15



第1部　平成28年度採択4拠点：事業最終年度報告
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■ ファーマサイエンス共用ユニット （PSOU）
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製
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企
業
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セ
ン
タ
ー
相
当
の
設
備
が
ワ
ン
フ
ロ
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ー
に
集
結
！
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運
用

運
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実
績
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績
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時
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ファーマサイエンス共用ユニット （PSOU）

前仲　勝実 氏（北海道大学　薬学研究院　教授）
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第1部　平成28年度採択4拠点：事業最終年度報告

■ ソフトマター機器共用ユニット （SMOU）
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出村　誠 氏（北海道大学　先端生命科学研究院　教授）

ソフトマター機器共用ユニット （SMOU）
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第1部　平成28年度採択4拠点：事業最終年度報告
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ソフトマター機器共用ユニット （SMOU）
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ソフトマター機器共用ユニット （SMOU）
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第1部　平成28年度採択4拠点：事業最終年度報告

■ 先端物性共用ユニット （APPOU）
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先端物性共用ユニット （APPOU）

7

(P
S

O
U

)

N
M

R

6

3

3
0

%
1

0
0

%

5

9
7

.5

9
3

.3

8
1

5
26
0

5
0

1
8

2
4

5

4

2
1
8
5
5

2
2
9
7
5

1
5
7
0
2

2
0
1
7
0

1
5
7
2
8

1
5
9
9
2

河本　充司 氏（北海道大学　理学研究院　教授）
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先端物性共用ユニット （APPOU）
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第1部　平成28年度採択4拠点：事業最終年度報告

■ マテリアル分析・構造解析共用ユニット （MASAOU）

2828



橋本　直幸 氏（北海道大学　工学研究院　教授）

マテリアル分析・構造解析共用ユニット （MASAOU）
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■ ナノ物質科学・バイオサイエンス顕微解析ユニット （MANBOU）
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柴山　環樹 氏（北海道大学　工学研究院　教授）

ナノ物質科学・バイオサイエンス顕微解析ユニット （MANBOU）
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第1部　平成29年度採択2拠点：経過報告

F
IB

J
E

M
-9

3
2
0
F

IB

G
a

5
3
0
k
V

G
a

ta
n

M
o
d
e
l6

9
1
-P

IP
S

A
r

0
.1

6
k
V

S
tr

u
e
rs

T
e
n
u
p
o
l-
5

F
IB

F
IB

+

F
IB

J
E

M
-9

3
2

0
F

IB

G
a

ta
n

P
IP

S

T
o

 C
C

D
 d

e
te

c
to

r

9

5
0
0
0

2
4
0
0

(
)

&

&

X
Y

(
)

B
O

X

E
x

-s
it

u
(

)

O
B

J
 l
e

n
s

T
E

M
 s

p
e

c
im

e
n

G
o

n
io

 m
e

te
r

L
a

s
e

r

V
ie

w
 p

o
rt

 f
o

r 
C

C
D

 c
a

m
e

ra
  

In
-s

it
u

(
)

2
4

B
e
fo

re
A

ft
e

r

In
lit

e
5
3
2
n
m

3
5
5
n
m

1
0
6
4
n
m

H
e

-C
d

C
W

3
2
5
n
m

Q
u

a
n
tr

o
n

ix
8
0
0
n
m

C
C

D
P

ri
n
c
e
to

n
In

s
tr

u
m

e
n
ts

P
IX

IS

9
C

O
E

3434



ナノ物質科学・バイオサイエンス顕微解析ユニット  （MANBOU）
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第1部　平成29年度採択2拠点：経過報告
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第1部　平成29年度採択2拠点：経過報告
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One Healthに貢献するオープンファシリティユニット （OHOU）
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第1部　平成29年度採択2拠点：経過報告
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【第2部】 基調講演
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第2部　基調講演

■ 共同利用・共同研究体制の強化・充実について
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高見沢　志郎 氏（文部科学省　研究振興局　学術機関課　課長補佐）
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第2部　講演

■ WPI-ICReDDの取り組みとグローバルファシリティセンターへの期待
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■ 研究基盤はイノベーションのゆりかご
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杉沢　寿志 氏（日本電子株式会社　経営戦略室　副室長 / オープンイノベーション推進室　室長）
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■ オープンファシリティ部門 事業報告
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■ 創成研究機構グローバルファシリティセンター　－2018年度の活動と今後にむけて－
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　　【パネリスト】

　　　文部科学省科学技術・学術政策局　研究開発基盤課　課長 渡　邉　　　淳　氏

　　　文部科学省研究振興局　学術機関課　課長補佐 高見沢　志　郎　氏

　　　日本電子株式会社　経営戦略室副室長／オープンイノベーション推進室室長 杉　沢　寿　志　氏

　　　北海道大学　先端生命科学研究院　教授 出　村　　　誠　氏

　　　北海道大学　工学研究院　教授 柴　山　環　樹　氏

　　　北海道大学　理事・副学長 西　井　準　治　氏

　　　北海道大学　GFC副センター長 佐々木　隆　太　氏

　　【モデレーター】

　　　北海道大学　理学研究院　教授／GFCアドバイザー 網　塚　　　浩　氏

　パネルディスカッション内容

【財務面における経営課題と対応の方向性について】
・（網塚）それでは、「持続可能な共用システムの在り方を考える」をテーマに、ディスカッションを始

めたいと思います。まずは簡単な自己紹介をお願いいたします。

・（渡邉）文部科学省研究開発基盤課　課長の渡邉でございます。研究開発基盤課ということで、研究

開発における基盤・研究設備を有効活用し、研究成果を上げていくという点で、色々と日々考えてい

るという状況でございます。そういう点から、今日は発言できればと思います。よろしくお願いいた

します。

・ （高見沢）同じく文部科学省　学術機関課　高見沢と申します。学術機関課の方では、大学の附置研

究所、あるいは大学共同利用機関といわれる、共同利用・共同研究を組織的に行うという場を、いか

に活性化するか、という観点で、日々検討しております。その中でも研究設備というのは重要なツー

ルですので、そういったものを生かしていくということで、本日は色々とご意見を頂ければ、と思っ

ております。

・（杉沢）日本電子のオープンイノベーション推進室長の杉沢と申します。また、日本分析機器工業会

の技術委員会の委員長もしております。私の会社での主な業務は、オープンイノベーションというこ

とですが、基本的には産学連携のような公的な研究機関を含むオープンイノベーションの枠組みを

作って、その中で研究開発を推進していく、ということになります。当社の事業は「研究機器を作る」

ということで、我々としては日本の研究基盤を支える、一つの産業として今後どうやって研究開発を

進めていくかということを、常に考えているところでございます。よろしくお願いいたします。

・（出村）北海道大学　先端生命科学研究院の研究院長をしております出村と申します。私たちの部局

では、新共用の前の事業からNMR施設に関しての先端NMRファシリティの立ち上げをしています。

28 年度からはプラットフォーム形成事業の方で、理化学研究所、横浜市立大学、大阪大学との 4機

関のグループに入りまして、NMRのプラットフォームも担当しております。同時に先ほどご紹介し

ましたソフトマターの機器共用ユニットを、新共用事業の部局として進めています。プラットフォー

第2部　パネルディスカッション
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ム形成事業と今の新共用を同時に進行しております。よろしくお願いいたします。

・（柴山）北海道大学　大学院工学研究院の柴山といいます。超高圧電子顕微鏡の管理・運営に携わっ

ております。どうぞよろしくお願いいたします。

・（西井）北海道大学の研究と産学連携の担当理事をしております西井と申します。本日は、お手柔ら

かによろしくお願いいたします。

・（佐々木）グローバルファシリティセンターの副センター長の佐々木と申します。私としては GFC を

いかに運営していくか、共用から新しいものを生み出し、いかに事業を展開していくかを日々考えて

おります。

・（網塚）はい、ありがとうございます。よろしくお願いいたします。改めまして、テーマは「持続可

能な共用システムの在り方を考える」ということであります。これがテーマになるということは、こ

の「持続可能」が、非常に難しい課題であるということです。今日のご講演の中にも、色々とお話が

ありましたけれども、なかなかその機器共用を持続していくのが、現場としては難しいという事情が

あります。渡邉課長のお話にもありましたけれども、「未来投資戦略 2018」それから、「統合イノベー

ション戦略」におきましても、機器共用の重要性が謳われ、また科研費でも、原則購入した大型機器

は共用すること、というようなことが謳われているにもかかわらず、実際その共用システムを立ち上

げて現場で運用していくと、なかなかその共用システムで入った収入で機器の補修とか、人件費を全

て賄うことは難しい。結局は装置の維持更新には予算は充てることができず、また大学は内部留保が

できないなど、予めお金を、収益を積み立てておいて、何年か経ったときに数千万の予算で装置を購

入することができない、といった問題が存在します。それに対して対策を取りながら運営しているわ

けですが、依然としてなかなか大変であるというのが現状だと思います。北大も設備サポートセンター

整備事業で 2度採択していただき、ここまでシステムを立ち上げてきたわけですが、それも今年度で

予算として一段落するという状況にあります。このような財務面での問題が、まず１つ。それからも

う一つの切り口としましては、この機器共用を支える技術人材をいかに繋いでいくか、という側面が

あります。更には地域や国内、あるいは国際的な連携を図って更に効率化を図り、ネットワーク化し

て共用を進めて行き、持続化を図る・発展させていく、という切り口もあるかと思います。会場の皆

さんからいただいたパネルディスカッションのアンケートでも、この３つの切り口に分類することが

できます。そして、一番アンケートの回答で件数が多いのは、やはり財務面での問題です。「事業期

間中に共用についてのシステムを構築しても、事業終了後にその維持に苦労されている大学が多くあ

ります。各大学どのような工夫をされているのか」、あるいは「機器を運用するにあたってのランニ

ングコスト、午前中の各ユニットの講演でもありましたが、機器を長く使うための人的・装置のリソー

スを誰がどう担保するのか、大学側の考え方と、国の考え方の差について議論していただきたい」と

いうようなご意見があります。また、「装置の更新をどうするのか、民間の活力・資金、これを導入

する手立てはないのか」、  あるいは「リースの可能性はないのか」などのご意見もありました。まずは、

今年度で設備サポートセンター整備事業が切れてしまう北海道大学、GFC、来年度どうするのかとい

うことを、佐々木さんにまずお聞きして、それについて大学の執行部はどう思っているのかというこ

とを西井理事にお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。

・（佐々木）まず私からということで。確かに資金がなくなるということですが、そこでいかに運用し

ていくかを現在考えています。GFC センター長の西井先生からは、いかに自立していくかを GFC だ

けではなくて、大学を俯瞰的に捉えて運営を考えてくださいと言われています。実際の予算の話には

なりますが、大学から今入っている予算を真に活用しよう、保守にかけるお金など、予算の使い方を

見直しています。今年度は、利用料収入も順調に増加しています。そのため来年度、受託部門で装置
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を購入するために、予算の繰り越しも考えています。安定化に向けて運営見直しを進めているところ

です。

・（網塚）現場では、自分たちはこれだけ良い取り組みを行い大学の機能強化に貢献したのだから、も

うちょっと定常予算を増やしてくれても良いのではないかと思っているわけです。理事および GFC

のセンター長でもある西井先生は両方の立場をよくご存じかと思いますが、実際執行部に入られて、

この辺りいかがでしょうか？

・（西井）グローバルファシリティセンターのセンター長をどなたかにお任せしても良かったのですが、

大学の財務状況を見て、一教員がやっても難しいと思いました。私は現在、研究と産学連携の両方を

担当しております。北海道大学の北キャンパスというエリアは、基礎研究を行う創成研究機構から、

西の方へ段々と組織対組織の共同研究の場、それからベンチャーの場、地域連携の場へと、川上から

川下へと変化する作りになっています。これは 15 年ほど前に、道経連、道庁、札幌市、北大が作っ

たリサーチパークで、実によく考えられている産学連携の場です。私はこちらの責任者も担当してお

り、グローバルファシリティセンター単体ではなく、基礎研究から産学連携、あるいはベンチャー育

成までどうやってシームレスにつないでいくかが重要なミッションです。その基盤として GFC が存

在していると考えますと、大学執行部の方を見ていてもお金は降ってこない、思い切ったことを言え

ば、北キャンパスは独立する、くらいの気持ちじゃないと、たぶん無理だろうと思います。要するに

地方自治体や企業が必要としているかどうか、組織対組織で入ってくる大手の企業が必要としている

かどうか、基盤研究や教育に携わっている教員が GFC を必要としているかどうか、この 3つを考え

なければいけないと思います。一方、運営費交付金は減ってはいないと、文科省の方々は言われますが、

評価指標で全国一律に評価されると北海道大学は減ってしまいます。それは否めないところで、素直

に認めないといけない。ならばどうやって北海道らしさを出すか、ということになります。幸い、組

織対組織の共同研究に取り組む企業、中小企業の方も北大に来られますし、ベンチャーのインキュベー

ション施設も満杯になっています。つまり、産学連携は追い風になっているわけです。そこをうまく

取り入れるような運営の仕方をしなければいけない。GFC、センターとして考えるよりも、むしろ北

海道大学の場合には、北キャンパス全体をどう運営するか、という経営的な視点が重要だと思ってい

ます。

・（網塚）なるほど、ありがとうございます。一方では北キャンパスのコアとして GFC があるとして、

機器共用は今大学全体でネットワークを、プラットフォームを作り、運用しているところです。新共

用が走っている南側のキャンパスの部局もあります。そちらの持続可能性の実情についてまず、出村

先生と柴山先生にお話いただけますでしょうか？

・（出村）財務面ですが、努力をしなければいけないというのが現状です。今、私たちの部局の方では、

部局単位で活動することで、どのように最適化するかが課題となっています。事業期間においては、

それを支援する事務スタッフ、それから専門的な技術を持っている博士研究員も含めて支援できたこ

とは、期間においてはメリットです。事業終了時にどうするかということに関しては、予算が切れる

わけですから、部局がどれくらい支援できるか、持続できる範囲での技術継承が、最低限必要だと思っ

ております。運営上の継続性という意味では、部局単位で予算の範囲内で出来る支援を考えています。

さらに共用化を促進するような意識付けを行う面も含めて登録した場合、光熱費の一部を予算の範囲

内で支援されることを見えるようにし、共用化を進めていこうと考えております。それから人的なサ

ポートもできるだけ途切れないよう、努力をしていこうと思っているところです。

・（網塚）先端生命科学研究院では研究教育のプロジェクト、GI-CoRE 等含めて、そこで発展させ、それ

がまた機器共用にフィードバックできる、というように非常に理想的な方向で発展しているように見

第2部　パネルディスカッション
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受けられます。新共用で立ち上げたシステムのその後の運用では、やはりそのGI-CoRE 等の別のプロ

ジェクト予算も充てるような形で運用されるんでしょうか。

・（出村）はい、それは財源としてはずいぶん期待しているところがありますので、支援できる組み合

わせを考えています。

・（網塚）柴山先生のところはいかがでしょうか？

・（柴山）この共用事業を受けまして、工学部だけではなく農学部・医学部とともに、共用システムを

整備できたことが、非常に良かったと思っております。また、課金していなかったものに関しまして、

課金することができ、利用料収入を維持管理の方に充てることができるようになりましたが、これが

実際どこまで充てられるかは難しい問題があります。やはり、今まで課金していなかったものを、こ

の機会に課金することになると、なかなか対価として料金を支払うことに対して少し抵抗がある方々

もいらっしゃいます。相談してある程度の金額を設定しましたが、その利用料金だけでは実際の維持

管理はなかなか難しいので、持ち出しの予算も必要です。事業が来年度で終わりますので、そうする

とその分は学内で交渉して手当てしていく、あるいは自分たちの予算の中で、管理費のような形で補

填する必要が出てきますので、なかなか難しいところです。

・（網塚）柴山先生のところは特殊な高エネルギーの電子顕微鏡があって、さすがにそれの維持更新と

いうのは、国のプロジェクトもしくは概算要求の形になりますね。

・（網塚）例えば広島大学のように、大学としてある程度の予算を設備更新のために確保して、それで

学内での透明性のあるスクリーニングの結果、今年度はどこに何千万の装置を配置するというような

形の学内予算の措置ができると良いと昔から思っていますが、実際そういう財政の枠組みというのは

作りにくいものなのでしょうか、ということを西井理事にお聞きしたいのですが。

・ （西井）作りにくいです。一方、北海道大学では、950 億円から 970 億円規模の年間予算で動いており、

そこで数千万の予算の留保は不可能ではないと思います。実際に、目的が明確であれば目的積立金を

文科省に認めていただけるので、本当に大学の総意として必要な装置があるならば、それを説明して

いただければ、執行部の中でそれを検討するのは不可能ではないと思います。

・（網塚）それでは国の立場としては、今のような大学の現状をお聞きいただいて、何かコメントを頂

けると、あるいはアドバイス等をいただけると助かります。もっとこうした方が良いのではなど、で

きれば厳しい意見を言っていただいた方が我々のためになると思います。

・ （渡邉）新共用事業の位置付けとして当方どう思っているかですが、今まで様々な形で、研究室ベース、

その学部ベースで持っていた設備を共用にするためにはどうするのか、例えばその１カ所に集めるで

あるとか、共用を申し込むためのシステム作りなどを支援し、共用のための体制がある程度整った段

階で、大学の中で内政化してもらうことを考えています。今まで使えなかった施設・機器を使える人

が出る、それによって研究成果が上がる。そういうことを大学全体として、理事・経営陣から、他の

利用している研究者の方々が、良い制度と思い、協力し、全体として何らかサステイナブルな方法を

考えてもらえればと思っています。全体で良くなった共用システムを持続できるようなことを考えて

いただきたいと思っております。当然、国としても何らか、厳しい中でも財政支援の在り方を考えて

いきたいと思いますが、やはり現場でもいろいろと考えていただきたいというふうに考えています。

・（高見沢）個人的な考えになりますが、川上から川下までの一気通貫で物事を考えていかなければい

けないだろうと思います。それは学術研究自体が、論文を出せば良いということでは終わらず、社会

への貢献の仕方もいろいろあるはずで、そういったところが最後まで、成し遂げられるようにしてい

ただきたいと思っています。そういうトータルで考えていただけるというのが、大学がマネージメン

トとして特に求められているところではないかと思います。その中で財源を捻出していくことは、非
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常に重要な課題だと思います。設備を学内で更新するということも、翻って考えれば、ある一定規模

の物は国で支援するということになると思いますが、そこのところで常に私が最近課題だと思うのが、

附置研究所も含めてその共同利用・共同研究拠点、あるいは大学共同利用機関が持っているものが何

で、それで何ができて、どういうことが提供できるのか、という可視化ができていないという点です。

ファシリティはあるけれど、それが持っている意味だとか、できることの提案、プラスアルファの物

事が可視化できれば、学内での更新のインセンティブ、必要性がわかりやすくなると思います。誰し

もが必要だと思う、共通の必要性みたいなものはやはり響くものがあって、それを示すことがこれか

らますます求められるのかと思います。

・（網塚）こういった大学・国の状況のもとで、会場からいただいた意見の中にも、民間の活力を導入

することができないか、というようなご意見ありますが、この点について杉沢さんいかがでしょうか？

・（杉沢）民間の活力を生かすというのは 2つあって、我々研究装置を作るインフラ提供企業なのです

が、先ほどのデータにもあったように非常に業界としては小さいです。民間というのは出口側の産業

があって、そこでは非常に膨大な売り上げ規模を持っています。では、その出口側の産業からの活力、

資金のこの流れをより太くできないかというのは私のずっと思っている課題であります。なぜかとい

うと、この研究基盤やインフラ産業は非常に見えづらい。研究基盤がどのような価値を生んでいて、

そこの投資がどういうふうな成果になっているのかが、なかなかダイレクトに見えない。本当は研究

基盤も、20 年、30 年の先を見据えながら、先行投資をしていかないと 20 年後、30 年後には成果が

見えてこないのですが、それを見せきれてないというのが、1つの課題と思っています。我々として

も研究基盤が持っている価値をどう見える化するかを一緒に協力できないか、と思っています。今回

北大さんで面白いなと思ったのは、アミノ酸分析装置の受託分析の売り上げが上がっている。これは

メーカーに民間のニーズがあって、それをうまく捉えたということだと思います。論文生産性みたい

な指標があって、本当は大学のいろいろな機器というのは、論文生産性に非常に大きな貢献をしてお

り、それがどうも見える化されていないのではと思います。先ほど北大さんの成果が活用された論文

紹介がありましたが、上手くシステマティックにやって、実はこれだけの研究成果を生んでいる、と

いうのをうまく指標化して見せる、あるいはそこに対して僕らも一緒に何かできないかと思います。

こんなに効果があるのだから、実は北大さんの公費のうちの 5%はやはり投資すべきではないかとか、

あるいは国のお金も投資すべきじゃないかみたいな流れが生まれないかと思っていて、そこをうまく

一緒に何かできないかと思います。

・（網塚）ありがとうございます。たしかに共用機器から出た「アウトプットの見える化」というのは、

これまでのシンポジウムでも話題になっています。それをもっと強化すべきである、ということで

GFC としてはウェブページで装置をクリックすると、その横にその装置を使って出た論文が見えるよ

うになっています。それで次使う方が、この装置でどんな仕事ができるのか、ということを理解して

もらう、そちらの目的もあります。同時にそれをまとめてこれだけの成果が上がっているということ

を確かに示していければと思いますが、なかなかその部分が十分に整備されているとは言えないので、

たしかにおっしゃる通りかな、と思います。佐々木さんどうでしょう、最近の Google Scholar で調

べた結果を表示されてましたが、あれは GFC として、戦略的にもっとやっていこうということでさ

れたのでしょうか？

・（佐々木）はい、Google Scholar では、謝辞にあるようなグローバルファシリティセンター、あと受

託を示す IADをもとに検索をかけ、あれだけ検索されました。我々も使っていただいた方にできるだ

け謝辞はお願いしています。やはり我々も成果としてこの共用機器を使って、あるいはサービスを提

供して出た成果というのを、見せていかないといけないと思っています。そこで、今年度 4月から稼
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働した総合システムの中では、PDF を添付ファイルで送る、あるいはシステム上で論文を登録しても

らうようなシステムも作りました。あとは、どうやって登録をエンカレッジするかです。ユーザーの

中で協力してくれる人は登録してくれますが、まだまだ登録してくれていない方もいるので、そこを

うまくエンカレッジするような仕組みが必要かと思います。

・（網塚）ありがとうございます。国のインフラへの投資に対しての費用対効果ですが、高見沢補佐の

お話で面白かったのは、補正予算をつぎ込むところは大きな経済イベントなどが起きた時というご紹

介ですが、国としては設備投資に対してどのくらいのリターンが、あるいはアウトカムがあるかとい

うことについての分析はないのでしょうか？

・ （高見沢）今のところは正直あまりないかと思います。ただ確か、日本の論文数は 2000 年で世界のシェ

アがピークを迎えて、その後は落ち、横ばい状態になっているということです。論文のシェアが落ち

ているという状況にもなっていて、設備投資と論文数の関係というのは、もう少し検証が必要だと思

います。

・（網塚）共用機器の利用から成果を上げて、それを見える化して、確かにそこのところはまだ努力が

足りないのでそれを行っていき、予算獲得等につなげていく、ということだと思います。切実なのは、

実際に現場を預かっているのは技術職員の方々であって、その方々が非常にもどかしい思いをされて

いると、この装置なんとかならないのかと。なんとか上手くやりくりしながら騙し騙し使いながら、

機器更新のタイミングを待っているということがあります。やはり技術職員の方と教員、北大の場合

は GFC に理事が幸い入っていらっしゃるので、大学の執行部とのパイプをしっかり強く持って、全

体をマネージする必要があるというふうに考えます。

・（会場コメント）共用する相手はどこにいて、それはどんな人なのか。「薄片試料作製」という単語を

知らない人でも、直ちに「あ、北大に行ったらやってもらえる」、「ひょっとしたらこういう装置使えて、

これ薄片試料作製にすれば良い」と分かるような仕組みを作らない限り、たぶん生き残れない。そう

いうところの仕掛けを可能にしたならば、それが結局正しい評価に恐らく結びつくわけで、そういう

ところまでもっていかないと、結局何をやっているのかわからなくなってしまう恐れがある、という

のがコメントです。

・（佐々木）ご指摘の部分はごもっともで、我々はマーケティングの部分は弱いと感じています。どう

いうユーザーが居て、マーケティングをどうするのか、そこをしっかりできるようになる、それは課

題だと思います。

・（高見沢）今の話は実は私も感じるところがありまして、コメントさせていただければと思います。

大学共同利用機関や附置研究所においても、知っている人は知っていてそれを使うが、それ以外の人、

分野の違う人、あるいはほかの大学の人となると知られていない。実は、提供側は開いているつもり

でも、他者から見ると非常に限定されているという構造がどうしても生まれるというところがありま

す。それをなんとか可視化できないか、というのが私の方でいつも悩んでいることでして、今の話も

実はそういうことの 1つの類例なのかなというふうに伺っていました。

【基礎研究・教育を支える技術人材の持続的な育成と確保について】
・（会場コメント）やはり問題として「持続可能」と言ったときに、人材をどうするかということにつ

いては、ぜひコメントいただきたいと思います。人材育成というのは急務であって、それを担う人材

は大学にしっかりとリソースとしているはずだと思います。しっかり運営費交付金が配分されて、大

学がその配分された資源をうまく活用するという意味で、果たさなければいけない使命だと思います

し、そこの 1つとして技術職員という方がいらっしゃる、というふうに思っているところです。です

ので「持続可能な共用システムの在り方」というふうに言った時に、技術職員の方の役割であったり、
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その方々に求められる期待、それらを皆様それぞれのお立場でコメントいただければと思います。

・（網塚）２つ目の切り口として技術スタッフ、今まさにおっしゃって頂いた通りであります。我が国

の研究教育を支える、基盤を支える技術人材についての育成、それから将来図についてどう思われる

かを一言ずつお願いいたします。

・（佐々木）技術職員の人材像ですが、各部門から報告があったようにやはりプロ集団・技術集団とし

て誇りをもってやっていく必要があると思います。方策としては GFC で行なっている全学的な人材

育成プログラムがありますが、今後は提供しているプログラムの体系化、体系化した人材育成の仕組

みを作っていく必要があると考えています。

・ （西井）技術職員の方は、レベルは非常に高いと思います。明らかに高いレベルの人たちだと思う一方、

それをうまくアピールできてないとも思います。さらにエンカレッジするという制度が必要だと思い

ます。もう 1つは、機械系とか電気系とかいう雇用の仕方ではなく、目的を持って分析や解析をする

GFC の技術職員を雇用することです。技術職員の評価の仕方あるいは採用の仕方をもう少し考えない

といけないと思います。

・ （柴山）例えば、最近人事の雇用の流動性というものがありますので、国際的にそういう人を募集する、

あるいは企業との連携で行ったり来たりできる方法があるのではないかと思います。

・（出村）先端生命科学研究院の直属の技術職員という制度がまだなくて、理学研究院と共用している

形が現状です。短期と長期という考え方があるかと思いますが、人材に関して、大学院の教育の改革・

改変をもっと加速する必要があると思っています。共用機器を使った実践的な教育、社会に出たら何

が起こるかという課題に関してデータを解析するなど、実践的な大学の教育改革をもっと進めなけれ

ばいけないというふうに思っています。それが結果的には長い教育に根付き、技術職員が発展してい

く方向に繋がるのではないかと思っております。

・（杉沢）人材育成に関しては実は、民間と大学の連携がこれからますます重要になると考えています。

企業のキャリアパスと大学で作るキャリアパス、特に我々の会社の基盤インフラ型会社の人材育成と

同じ方向性でもって、同じベースでいい人材を育成して回すような仕組みをぜひ一緒に作らせていた

だきたいなと。それも国が支援していただけるとありがたいなと思っているところでございます。現

実問題として今、我々採用に非常に苦しんでおりまして、日本少子高齢化と比較的今景気が緩やかに

回復してるため、出口産業の方にみなさん行かれて、なかなか我々のところへは来てくれないという

こともございますので、そこは積極的にやらせていただきたいと思っています。

・（高見沢）非常に難しい課題ですけれども、重要性は常に認識はしているところです。技術者の方も

研究者の方もイーブンな形でやらなければできないような大きな研究テーマですとか、そういうプロ

ジェクトのようなものが、少なくとも学術の世界で本当に新規なものがもし出てくれば、ひとつの応

援材料にはなるのかなというふうに思います。

・（渡邉）技術職員は、今重要性が増していると思います。特に研究機器が非常に高度化してきて、そ

れでないといいデータが出ないという状況です。またその一方で、やはり人が減らされているのでは

ないかという面ですと、北大のように集約していくというのは一つの流れであって、重要な方向性だ

と思っています。それによって、例えば技術の高度化への対応や持続性という意味では、他の技術者

にそれを伝えていくことができます。また、そういうことができるような体制をつくるためには、講

座や学部という規模よりは、広い横断的なところで活躍していただくような場を設けるというような

ことが非常に重要だと思っています。部局の壁というものもありましたけれども、ぜひそういったも

のを越えていただければと思います。その上で技術職員は、非常に注目をされており、うちの審議会

の方でも技術職員、特にその施設・設備を共用する場合にはそれを運用する人が非常に重要だという
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こともあります。さらには、文科省でも議論になっているのですが、研究成果を新しい分野に出して

いくには融合分野・新興分野というものが非常に重要だと思っています。そういう面でも設備が共用

されるとそこに様々な研究者の方、企業を含めて集まって来ると、そういうところでなんらか新しい

研究のテーマなり解決方法というものができないかというふうに私は期待しています。そういう点で

も今後技術職員の方の情報が集まれば何か新しい芽が出る、ということも期待できるのではないかと

思います。

・（網塚）会場から、「研究者の育成で取り組まれているようなテニュアトラックのような制度設計も今

後あってもよいのではないでしょうか」というご意見がありますがいかがでしょうか？

・（渡邉）今そういう議論が始まったところではあるので、キャリアパスみたいなもの、あと人事の評

価の在り方というものも技術職員に関して何かが必要ではないかという議論をしており、今後の課題

として考えていきたいと思います。

・（網塚）去年アメリカからバークレー研究所の方をお呼びして、講演していただいた時には、ノーベ

ル賞を取る仕事を一緒に技術の方がやっているということでした。施設全体で技術職員の方々を管理

されていて、必要なところに必要な時に配置し、ノーベル賞の受賞者と一緒に仕事をする、そのよう

な形で技術力を PR できるような環境が一つの理想だと思います。それがキャリアパス、職階、給料

にきちんと跳ね返って、そういうステイタスが作られればいいなというふうに思う次第であります。

【地域、国内、国際的な協働体制の今後の在り方について】
・（網塚）最後に会場アンケートからの質問ですが、「共同利用・共同研究拠点（共共拠点）とはどのよ

うな連携をすべきか」という質問がありました。国内連携の話ですけれども、「共共拠点は共共拠点

としての成果が重要であり、学内の機器共用の仕組みに協力するメリットが少ないのではないだろう

か」というご意見です。「同じ学内でも敷居が高いように感じて、協力する体制をなかなか作れない」

とのことです。全国の共共拠点との関わり方ですか、この辺についてコメントいただければと思いま

す。

・ （高見沢）学部単位の共用から始まって一元管理されている共用もある一方、共同利用機関のような

オールジャパンでやっているようなものもある間に、附置研がやっている共同利用・共用というのが

あって、地域に開くというよりは、どうしてもその分野に対して開いている、向いているお客さまの

向きが違っているので、そこのところでどのように協力するのかという意見をまさにいただいていか

なければならないと思います。例えば、同じような装置を持っているとかあるいは同じような装置で

こういう成果が出せるというような情報共有だとか、そこで勤めている技術職員とファシリティセン

ターの技術職員の間の交流だとか役割分担が出来ると、それぞれにいいことがあるのではと思います。

少なくとも単体で共同利用・共同研究拠点があるというよりは、他の分野やほかの人材と交流を生み

出すような仕掛けにしていかないと、新しいアイディアが触発されるような状態は起きないと思いま

すので、異分野の融合や情報共有を進められるようなお手伝いができればと思います。

・（網塚）会場からもそれから皆様からも大変有益なご助言をいただきました。後ほど総括し、またこ

れからの北海道大学の活動につなげていきたいと思っております。本日はどうもありがとうございま

した。
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11
アンケート結果
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アンケート結果

1. あなたのご所属は？（以下のうち一番近いものにチェックしてください。）

2. 本シンポジウムをどのようにお知りになりましたか？（複数回答可）

国立大学法人機器・分析
センター協議会関係者
向け一斉メール 6   

本学オープン
ファシリティ利用者
向け一斉メール 6

本学部局
担当者等からの
一斉メール 9

その他
一斉メール 1

指導教員からの
勧め 2

知人からの紹介 0

ポスター・
リーフレット 6

本学ホームぺージ 5

GFC ウェブサイト /
facebook 5

本シンポジウムを
どのようにお知りに
なりましたか？

北海道大学
（教職員） 46%

北海道大学（学生） 0%

あなたのご所属は？

行政機関 6%

企業 12%

公的研究機関 3%

北海道大学
以外の大学 32%

その他 1%

学外 
54%

学内 
46%
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・キーワードとして自分の研究に関連するテクニカルタームを入力すると、関連する装置や北大の研
究者の論文が表示されるようなシステムができるといいと思います。これがニーズの掘りおこしで
はないでしょうか。
・技術職員・支援員の評価方法
・大学に配分されている予算が削減されている中、どのように資金を集めていけばよいか？
　利用料金だけでは研究室がつぶれるし、大学からの予算配分は減らされるばかり。
・答えのだしにくい懸案事項なので継続して議論をつづけてほしいです
・GFC のマネジメントの話がもう少し詳しくあれば良かったと思います
・テクニシャンの教育について
・各省庁・自治体連携
・ユーザーの研究利用例

4. 今後取り上げて欲しい話題・企画

・大変充実しており、勉強になりました。持ち帰って、「マネ」させていただきます。

・今後も情報発信を続けてほしい

・とても参考になりました。ありがとうございました。

・学内の全装置の共用化に向けて活動を継続してください
・GFC さんにはいつも大変お世話になっております。今日改めて全体としての GFC のとりくみを拝
見できて大変有意義でした。これからもよろしくお願いします。ファシリティーの強い研究機関に
は若くて有能な人材が集まります。がんばって下さい。

基調講演「研究施設・設備・機器の整備・共用の推進等について」 19 人

基調講演「共同利用・共同研究体制の強化・充実について」 16 人

講演「WPI-ICReDDの取り組みとグローバルファシリティセンターへの期待」 13 人

招待講演「研究基盤はイノベーションのゆりかご」 12 人

報告「平成 28 年度採択 4拠点：事業最終年度報告」 16 人

報告「平成 29 年度採択 2拠点：経過報告」 13 人

報告「GFC 事業経過報告」 17 人

パネルディスカッション「持続可能な共用システムの在り方を考える」 15 人

満足 16 人

まあ満足 9人

普通 4人

やや不満 0人

不満 0人

5. その他ご意見・ご感想

3-1. ご自身の活動の参考になったものは以下のうちどれですか？（複数回答可）

3-2. 全体を通して、本シンポジウムはいかがでしたか？

3. 本シンポジウムの感想

記入内容は一部編集して記載しています
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パネルディスカッション アンケート結果

　　当日、会場の皆様へ向けてパネルディスカッションで取り上げて欲しい機器共用に関するテーマや

ご意見、ご要望に関するアンケートを実施し、モデレーターが議題として取り上げ、壇上でディスカッ

ションを行いました。下記は当日ご紹介しきれなかったご意見・ご要望を含むアンケート結果です。

・杉沢様の講演の「分析技術への投資のレバレッジ」や「イノベーションのゆりかご」のお話、感銘を

受けました。人材育成や技術職への投資も、まさにレバレッジが期待できると思いますが、産業界や

国の政策として本当にそのような考えを定着させていくためには、どのような方法があるのでしょう

か。

・講演の質疑にも出てきた技術スタッフ（オペレーター）に関する質問です。共用機器を最大限生かす

ためには技術スタッフの育成、安定雇用も必要です。研究者育成で取り組まれているテニュアトラッ

クの様な制度設計も、今後は必要ではないでしょうか。

・事業期間中に共用についてのシステムを構築されても、事業終了後にその維持に苦労されている大学

が多いように感じます。各大学、どのような工夫をされているのか紹介していただければと思います。

・機器を運用するにあたってのランニングコストについて、午前中の各ユニットの講演にもありました

が、機器を長く使うために人的、装置のリソースをだれが、どう担保するのか。大学側の考え方と、

国の考え方の差について議論していただきたいです。

・共用機器の更新をどう計画的に進めていくのか（更新予算の確保の方法、学内での取りまとめ方）。

・民間活力（資金）の導入による設備の維持や導入について。

・ 共用利用中の故障時における対応。利用が増えれば、故障する頻度も上がるのに、機器所有者（研究室）

が全額負担は大きい。大きな過失がない場合において、保険みたいなものはないのでしょうか。

・機器更新について、更新すべき機器は厳選するとして、オリックスによるレンタル、銀行にある分割

支払いという手法は現実的か。もし 5,000 万の機器として、10 年分割で購入するとしても年間 500 万

必要。他の機器の維持をしていながら、毎年 500 万円を上乗せするのは難しい。結局予算規模の小さ

い部局での更新は難しいのではないでしょうか。

・遠隔操作について、ある意味「外注」ということだと思うが、発注した側にとって「教育」という側

面がそがれる可能性はないでしょうか。短期的には効率だが、長期的には国力の低下にならないでしょ

うか。

・装置のアプリケーション、デモンストレーションの共用例。

・ アートと科学、地方の教育、プログラミング教育、リカレント教育、テレワーク、サテライトオフィス、

エネルギーミックス、地方創生、データ農業、みちびき、WAGRI、オープンデータ。田舎に住んでも

高度な研究ができるには？

・日本の強みを生かした研究を指向した共用システム。日本独自のテーマの研究を指向した共有システ

ム。共有システムにおける産学共同のあり方。

・共同利用・共同研究拠点とは、どのような連携をするべきか。拠点は拠点としての成果が重要であり、

学内の機器共用の仕組みに協力するメリットが少ないのではないか。同じ学内でも敷居が高いように

感じ、協力する体制をなかなか作れない。
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